
前略 いつもお世話になっております、今月号の事務所だよりをお届けしますので、 ご査収下さいますようお願い申し上げます。

2024年の１年間に限り、所得税と住民税の定額減税が実施されます。
給与計算をされる方にとっては非常に時間がかかり厄介なものです。

全て給付金で処理すれば簡単なものですが、「増税メガネ」の岸田さんの反発のとばっちりです㊙

職業によるＩＤＥＣＯ（イデコ）の加入金額の上限

　　   企業型確定給付年金制度が

　　   ある場合には、月額２万円まで

④　ｉｄｅｃｏは６０歳まで解約できません

⑤　投資利益を考えればｉｄｅｃｏとＮＩＳＡ（ニーサ）では節税額の分ｉｄｅｃｏが有利

ｉｄｅｃｏもＮＩＳＡ（ニーサ）も、45歳くらいからの余剰資金が安全でしょうか？

今月は住民税の定額減税について考えてみました。

ｉｄｅｃｏ（イデコ）とＮＩＳＡ（ニーサ）の大きな違い

①　ｉｄｅｃｏは所得税・住民税の控除がある（税率が３０％の人が５０万円積み立てれば１５万円節税になります）

②　ｉｄｅｃｏには年齢制限があります、基本６０歳(６５歳まで延長可）までかけて、６０歳で退職金・年金で受け取る

③　ＮＩＳＡ（ニーサ）は１８歳以上であれば年齢制限はありません

山山田田会会計計事事務務所所だだよよりり 〒 454 - 0983 名古屋市中川区東春田３丁目１２０－１

令和６年 5月号（第352号）
山田達也税理士事務所 ℡ ０５２－３０２－４０１７

http://www.yamadakaikei21.com 山田会計 中川区 検索

http://www.

